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大 豆 機 械 化 栽 培 に 関 す る 研 究

第 2報 既存の機械を利用した大享作の機械化体系

原  田  昌  彦
(山 形県立農業試験場 )

stuaie8 0n the Soyわ oan Ou■ tiVatiOn by Machine

Mochanized cu■ ture 8ystem oF ●oybean uti■ lzing a■ ready Ownin8 nachines

Maeahiko HARADA

(Yamagata PrOfectura■ Agricu■ turaユ  Exゃorin3nt Station )

-61-

米の生産調整に伴う水団利用再編対策が1召和53年 より開

始され,調和のとれた食糧生産自給体制を確立するため ,

豆 麦 飼料作物 そばが特定作物として作付拡大が進め

られている。それらの中で大豆作については収量が低いう

え機械化体系も未確立で,作付拡大のブレーキとなつてい

る。

本報告は,農家が稲作用あるいは畑作用として既に導入

している機械 施設等を利用 して,大豆作の機械化体系を

組立てようとするもので,未完成ながら速報として報告す

るものである。

1試 験 方 法

大豆作のなかで,特に問題となつている播経 雑草防除

及びメ1取作業の機械化等を対象とし,そ れぞれについて機

種の比較及び作業条件等について検討を加えた外,培土の

要否についての検討も行った。

表1 作業速度と播種精度

作業速度と播種精度については,表 1に 示すように両機

種共 05r./seC程度が最も精度が高かつた。 更に直進性

と作業能率を高めるためにマーカーの設定が必要であり図

2の如く手作りのものでも十分効果は期待される。

栽植様式 : 本畑における中耕培土等管理作業を考えた

場合,既存の機械として畑作物管理機及び動力耕転機 (テ

イラーも含む )が想定される。その場合の畦幅の設定は,

前者の場合75 rlz後 者においては
'Omが
必要となる。畦幅

2試 験 結 果

播種作業 : 野菜用播種機 (T式 )と雑穀用播種機 (M

式 )に ついて適応性を検討した結果,図 1に示す繰出しロ

ール (M式 )及び回転目ILを大豆の大きさに合せて交換す

ることによりいずれも播種可能であるが,根粒菌接種ある

いは農薬を種子粉衣した場合, T式 については粒のすべり

が悪く整粒ブラッシの破損が著しく緊種不能 となる。又,

M式では粒が膨張し目皿の孔に大豆がつまり精度を低下さ

せる。
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図1 は種機構略図

(山形本場 昭51～ 53)
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図 2 マーカーの略図
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表2 栽植様式と生育収量
(山形本場 昭 50)
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75 × 25

90 × 25

716

722
50
61

870

908

278

284

100

102

23 3

24 6

注 転換畑,品種 :コ ヶシジロ

75ι″と,0"の生育収量を比較したのが表 2であり両者間
の差は小さいが,畦幅90"区の方が受光体制も良 くやや

優る結果を得た。

培土の効果 : 大豆の機械収穫を前提とした場合平畦の

方が機IIAの運行に好都合であるが,他方多収性を考えた場

合に培土の意義を検討したのが表 3である。その結果当地

域の如くイ当り10～ 14本の範囲に多収性を持つ地域にお

いては培土は地上部の保持という点で不可欠の要素と考え

られる。

表6 培土の効果
(山形本場 昭 51)
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注.nfl種 :デ フムスメ

中耕培土作業 : 初l・J雑草防除法としては,除草剤によ
る播種直後土壌処理によって可能であるが,持続性が30日

前後のため中期除草対策が必要である。特に問題となるの

は株元および株間の雑草防除法であり現段階では培土が最

も有効な防除法である。培土作業について培土専用のアタ

ッチメントがあるが既存の機械利用の点から, ロータリー

爪を左右交換した(仮称逆爪 )も のと羽ローターについて

比較検討を行つた。

雑草防除としては播種後30日 ごろ (中 ltl雑草発生初期 )

と同40日 ごろの2回培土が効果的で,第 1回 目の培土が遅
れると雑草が完全に埋没せず残存するので第1回 目の培土

時期の判断が極めて重要である。

培土については,逆爪区及び羽ローター区共に培土深約

9mで十分であるが羽ローターの方が上のはね上げが多く
大豆茎葉の損傷が大きく逆爪区の方が生育収量ともやや優

った。

表4 培土機の種類と収景 (山形本場 昭 52)
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刈取作業 : 大豆の刈取作業については,水稲用 1条刈
パインダー (工 式 )と ビーン′ヽ―ペスター(K式 )に つい

て検討したが,培土を必要とする当地の大豆については,
そのままのパインダーでは作業が不可能であリー部改良を要

し,現段階においてはビーンバーベスター等大豆専用機が

最も適する。

表5 ビーン′ヽ一ベスターの作業能率
(山形本場 昭49)

内 容

ほ 場 面 積
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表6 ピーンハーベスターの作業精度
(山形本場 昭 49)

項 目 内容 考備

刈取総量

重全
(夕 ) 3,500 :オ クシロメ

54～ 78θ
"平均 699

蜘伏角度 35～ 83°
平均 603

最下着奏高 65～ 27"
平均 142

種

長

品

稗子
(季 )重 1,605

刈取 ロス
子
(す )重

ゲ収
口
各子季ラダ合

ビーンハーベスターの性能については,表 5及び表 6に

示すように,10α 当り刈取所要時間は364分で,そのうち

有効作業時間は653%と低かった。その理由は,本機は全

長が長いため旋回時間を要することと,落葉が搬送部につ

まり除去するに要するロスであった。なお,作業精度につ
いては約11%の 刈取ロスが発生したが,その主な原因は着
奏位置が低いために生ずる機械的な裂奏であった。 しかし

これ等については品種及び栽培法により十分対応できる問

題である。


